	共産主義は小欲知足か？

　先日久しぶりに家内と買い物に伊丹まで行ってきました。テレビの宣伝でおなじみの｢ニトリ｣というところです。台所用品や家具調度品が売られているディスカウントショップです。家内曰く、この業界では、一番売り上げの多いお店だそうです。利益率も高いそうです。
　話を聞いてなるほどと納得しました。大きなお店というのは自分の力量以上にたくさん売ろうとして売り場が何階もあるのですがここは全店二階までだそうです。このお店では経営上のロスをなくそうという努力が随所で見られます。三階から上を駐車場にして建物の横には設けていません。敷地の有効利用でしょう。一階は台所用品を始め割とこまごまとしたものが多く売られていますが通路は割りとひろく取っています。買いやすいということとお客さんの回転率向上のためでしょう。レジが少し高いのは見晴らしを良くして店員ができるだけ店内を見渡せるようになっています。自分たちで店内警備をすれば案内警備員は不要だからでしょう。商品が割と大きいものが多いのでレジ係りの横にサポーターが一人付いていて大きなレジ袋を両側の取手に広げて掛けて、買ったものを入れやすくしています。接客時のロスタイムを除くためでしょう。二階はソファーやベッド･家具･机など背の低いものが売られています。全体に見渡せるので店員の数が少なくてすみます。立地条件は車の多い本通りに面していることだそうです。商品が商品だけに、車での来客を歓迎しているのでしょう。駅前など人通りの多い繁華街にはあまり無いようです。このお店は本当に自分の分というものを堅持しているようです。
　法華経の中の最後の章｢普賢菩薩勧発品第二十八｣の中に出てきますし巷でよく使われている｢小欲知足｣という言葉があります。『人は欲を小さくして、満ち足りた満足感を認識(理解)しなさい』と訳しておられます。これを認識して活きていれば人間同士の物の取り合いが無くなり、他人と争うことも無いとも教えてもらいました。
　小欲とは、自分の能力や自分がおかれている立場をよく認識(理解)してそれだけのものをいただければそれ以上のものは欲しがらないことです。こういう人を昔から分をわきまえた人といわれてきました。

　しかし如何でしょうか。世の中の人が全て欲を小さく(ほどほどで多くを欲張らない)したなら今のような人間の進歩はあったでしょうか。
　昔の人からよく聞いたお話は｢自分の分というものをよくわきまえて人と付き合えば他人との争は無いし、全
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	ての物事には争いがなく解決する。」と。
　私は小学校か中学校のときに｢共産主義｣なるものを教わりました。この共産主義というのは、全体で同じ物を作り･消費をすれば人間同士の争いがなくなり戦争など起こり得ないというものでした。

　この考えが小欲知足そのものではないでしょうか。しかし、何につけても競争の原理からはみ出ることの出来ない経済自由主義がいまだにはびこっており、その理想的な共産主義という考えも世界で一部の国でしか実行されていないし、その国も最初の理想とかけ離れていると思います。そして自由経済社会が共産主義社会を援助しているという現実は否定できません。
　といいますのは、集団で生活をするどのような動物にもリードする者とされる者･勝者に敗者･強者に弱者などと別れる原理のように、人間同士に格差ができます。それを否定した共産主義に矛盾が出来それを解消するのに一部のリーダーを認めたのが全体の利益を搾取させてしまい、最初の理想とした共産主義が崩れてしまった。
　もう一つ共産主義が崩れた要因は、人間にとって不可欠な創意工夫というものを発揮してもその結果が全体の中に消えてしまって直接自分に返ってこないということです。いらないことを考えずに皆と同じようにしなければならない集団に待っているものは自分たちで消費するものがなくなり困窮するという現実です。
　自由経済主義のいいところは、個人ががんばればがんばるほどその利益が自分や自分の身の回りに帰ってきて生活に変化が得られるということです。

　これも完璧でなく、人間同士に格差が表れ貧富の差ができるということです。ここで考えられるのはイスラム世界の｢富｣の概念です。これも有りかなとも考えられます。イスラム世界ではこの世の全ての物はアラーの神の物であるという教えです。だから、大金持ちのお金というのはアラーの神の思し召しでみんなが持つはずを大金持ちといわれる人の所に行っただけです。他の人はその大金持ちからもらえる権利をアラーの神から授かっているので大金持ちの所に行って平気で飲み食いをしても許してもらえる。という考えを聞いたことがあります。
　ここで法華経の根幹である『仏さまから頂く功徳は全てに平等でそれは未来永劫普遍である』というところから、他人と大きく争わないような欲を持ち続け、手に入れた富は自分の力だけではなく他人の力の援助で手に入れられたと思わなければいけません。このことが理解できて初めて｢小欲知足｣が分かって、この分かったことで仏さまから大きな功徳がいただけるのです。
	


少しのもの
(安価なもの)
でも何でも
直ぐ買える
喜び。
これが
【小欲知足】だ。
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